
ゴムの表面を下にセットし、下から読み取る方式の為、輪にした時にゴムの

表面で縫い上げる為仕上がりが綺麗になります。

ネームやロゴマークの一部で、他に無い特色のある部分を選んで設定ボタンを押し

記憶させます。次に類似した箇所を選んで設定ボタンを押します。最後に無地の場所を

選んで設定ボタンを押し記憶させ検出位置設定終了です。

後はゴムを輪にした時に所定の場所にネームやロゴが来る様にセンサー位置を

移動するだけです。

設定が無く、簡単にオペレーターが設定可能になりました。


